
※市が行う催しについて、手話通訳者が必要な方は、各担当課にお問い合わせください。

熊谷市はラグビーワールドカップ 2019 の開催都市です

熊谷市ホームページ

http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●熊谷市役所（本庁舎）　　　　〒360-8601　宮町 2-47-1　TEL 048-524-1111
●大里庁舎・大里行政センター　〒360-0195　中曽根654-1　TEL 0493-39-0311
●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒360-0292　弥藤吾2450　TEL 048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　〒360-0192　江南中央1-1　TEL 048-536-1521 熊谷市役所 検索

 「くまがやラグビー・オリパラプロジェクト」で
 「学力日本一」を目指します！　　　　　　　　　　　　　　P28

 平成 30 年度予算の概要　　　　　　　　　　 　　　　　　　　P2

　熊谷市では、「学力日本一」を目指す柱
の1つとして「くまがやラグビー・オリパ
ラプロジェクト」に取り組んでいます。28
ページでは取組を紹介しています。写真は
新堀小学校でのタグラグビーの授業の様子
です。
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平
成
30
年
度 

予
算
の
概
要

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
昨
年
度
と
同
額
の

6
4
3
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
増
加
が
見

込
め
な
い
中
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、

１
年
半
後
に
迫
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
の
開
催
に

向
け
、
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
関
連
事
業
に
重
点
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
、
小
中
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修
や
ト
イ
レ

の
洋
式
化
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
財
政
課
TEL

内
線
2
4
1

　

平
成
30
年
度
は
、
第
2
次
総

合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
計
画
に
掲
げ

た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
今
後

の
土
台
づ
く
り
と
な
る
事
業
に
重

点
的
に
予
算
を
配
分
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
市
民
と
と
も
に
豊
か

な
未
来
を
育
む
ま
ち
熊
谷
」
の
実

現
を
目
指
し
、「
市
民
の
視
点
」「
協

働
の
視
点
」「
多
様
な
視
点
」「
経
営

の
視
点
」「
改
革
の
視
点
」
の
5
つ

の
視
点
に
立
ち
、
政
策
提
言
に
掲
げ

た
諸
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
方
針
で
予
算
を
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
１
年
半
後
に
迫
っ
た
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

の
開
催
に
向
け
た
準
備
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
を
推
進

す
る
た
め
の
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
た
出
産
・
子
育
て
支
援
、
転
入
・

定
住
促
進
お
よ
び
雇
用
促
進
の
た

め
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
小
中

学
校
の
校
舎
の
大
規
模
改
修
や
ト

イ
レ
の
洋
式
化
改
修
等
を
計
画
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
や
介
護
等
社
会

保
障
に
係
る
義
務
的
経
費
が
引
き

続
き
増
加
し
て
い
る
中
、
行
財
政

改
革
の
取
組
に
よ
り
、
人
件
費
や

公
債
費
を
着
実
に
減
少
さ
せ
る
こ

と
で
、子
育
て
支
援
施
設
の
充
実
や
、

防
災
・
安
全
対
策
、
環
境
対
策
お

よ
び
健
康
対
策
、
生
活
道
路
や
公

園
、
排
水
路
等
の
整
備
な
ど
、
市

民
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
事
業

を
更
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

熊谷市長

富岡 清

平成 30 年度の注目事業（数字は予算額）

ラグビーワールドカップ関連

ラグビーワールドカップ推進事業（8 億 4,918 万円）
　熊谷ラグビー場の仮設スタ
ンド設置経費などを負担するほ
か、テストイベントの実施、大
型映像装置の設置費用の一部
を支出するなど、大会に向けた
準備を進めます。

熊谷駅正面口駅前広場改修事業（全体事業費 5 億
8,250 万円のうち本年度分 3 億 3,558 万円）
　本市の玄関口にふさわしい駅前広場の環境を整
備するため、平成 31年度にかけて、広場全体の
舗装を直し、広場周辺に日よけ・雨よけのための
連続シェルターおよび冷却ミストを設置します。

アクセス道路網の整備（14 億 3,745 万円）
　熊谷ラグビー場へのアクセス道路として、市道
136 号線、市道 137 号線、第 2 北大通線等の整
備を進めます。

「総合戦略」

放課後児童クラブの拡充（6,698 万円）
　特に入室希望の多い 3 か所（熊谷東小学校、
新堀小学校および旧吉岡幼稚園改修）に児童クラ
ブを整備します。また、夏休みの保育ニーズに応
えるため、利用ニーズの高い小学校において、期
間を限定し児童クラブを開設します。

不育症治療費等助成事業（162 万円）
　不育症のため出産に結びつかない夫婦に対し、
不育症の検査または治療に
要する費用の一部を補助し
経済的な負担の軽減を図る
ことにより、少子化対策を
推進します。

教育環境の向上

小学校・中学校校舎大規模改造事業
（小学校1億9,800万円、中学校1億7,150万円）
　児童生徒の教育環境の向上を図るため、老朽
化した校舎の外壁改修、
屋上防水工事等を計画
的に実施します。本年度
は、石原小学校、大麻
生小学校および熊谷東
中学校の一部の校舎に
ついて工事を実施しま
す。

小学校・中学校トイレ整備事業
（小学校 8 億 3,880 万円、中学校 4 億 440 万円）
　トイレの洋式化等の改修工事を計画的に実施し
ます。本年度は、熊谷西小学校、熊谷南小学校、
吉岡小学校、三尻小学校、奈良小学校、籠原小学校、
大原中学校、三尻中学校および大里中学校の工事
を実施します。　

TM

TM
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一般会計　歳入・歳出の内訳平成30年度 当初予算額

一般会計 643 億円

特別会計 286 億 3,000 万円

国民健康
保険 204 億 6,575 万円

下水道 36 億 7,095 万円

公共用地
先行取得 4,148 万円

駐車場
事業 8,426 万円

土地区画
整理事業 17 億 4,853 万円

農業集落
排水事業 　　4 億　 288 万円

後期高齢
者医療 22億 1,615 万円

水道事業 74 億 7,500 万円

合計 1,004億 500 万円

市税 
293 億 7,540 万円

（45.7％）

市税 
293 億 7,540 万円

（45.7％）

民生費
268 億 8,117 万円

（41.8％）

民生費
268 億 8,117 万円

（41.8％）

土木費
76 億 9,576 万円

（12.0％）

土木費
76 億 9,576 万円

（12.0％）

教育費
66 億 4,192 万円

（10.3％）

教育費
66 億 4,192 万円

（10.3％）

総務費
63 億 5,241 万円 

（9.9％）

総務費
63 億 5,241 万円 

（9.9％）

衛生費
54 億 8,297 万円

（8.5％）

衛生費
54 億 8,297 万円

（8.5％）

公債費 
46 億 1,387 万円

（7.2％）

公債費 
46 億 1,387 万円

（7.2％）

消防費 
26 億 7,812 万円

（4.2％）

消防費 
26 億 7,812 万円
（4.2％）

商工費 
17 億 9,595 万円

（2.8％）

商工費 
17 億 9,595 万円

（2.8％）

農林水産業費 
12 億 2,574 万円

（1.9％）

農林水産業費 
12 億 2,574 万円

（1.9％）

その他 
9 億 3,209 万円

（1.4％）

その他 
9 億 3,209 万円

（1.4％）

国庫支出金 
98 億 8,932 万円 

（15.4％）

国庫支出金 
98 億 8,932 万円 

（15.4％）

市債 
49 億 1,820 万円 

（7.6％）

市債 
49 億 1,820 万円 

（7.6％）

地方交付税
43 億円

（6.7％）

地方交付税
43 億円

（6.7％）

県支出金
42 億 2,344 万円

（6.6％）

県支出金
42 億 2,344 万円

（6.6％）

地方消費税交付金
30 億 5,000 万円

（4.7％）

地方消費税交付金
30 億 5,000 万円

（4.7％）

諸収入 
26 億 8,204 万円 

（4.2％）

諸収入 
26 億 8,204 万円 

（4.2％）

繰入金 
19 億 6,693 万円 

（3.1％）

繰入金 
19 億 6,693 万円 

（3.1％）

繰越金 
10 億円 

（1.6％）

繰越金 
10 億円 

（1.6％）

分担金及び負担金 
8 億 6,975 万円（1.3％）
分担金および負担金 
8 億 6,975 万円（1.3％）

使用料及び手数料 
8 億 3,172 万円（1.3％）
使用料および手数料 
8 億 3,172 万円（1.3％）

地方譲与税 
6 億 200 万円（0.9％）
地方譲与税 
6 億 200 万円（0.9％）

その他 
5 億 9,120 万円

（0.8％）

その他 
5 億 9,120 万円

（0.9％）

歳入
643億円

歳出
643億円

平
成
30
年
度　

主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）　

注
目
事
業
以
外
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　

カ
ッ
プ
の
推
進

ラ
グ
ビ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業

（
4
6
0
0
万
円
）

　

熊
谷
駅
か
ら
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場
ま
で
の
道
路
の
愛
称
を「
ラ
グ

ビ
ー
ロ
ー
ド
」と
し
、
来
場
者
が

安
心
安
全
で
快
適
に
会
場
ま
で
歩

行
で
き
る
よ
う
照
明
灯
、
公
共
サ

イ
ン
お
よ
び
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
整

備
し
ま
す
。

訪
日
外
国
人
お
も
て
な
し
事
業

（
2
7
0
万
円
）

　

英
語
で
市
内
を
ガ
イ
ド
す
る

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
外

国
人
観
光
客
と
ガ
イ
ド
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
外
国
人
観

光
客
の
安
心
快
適
な
お
も
て
な
し

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

熊
谷
運
動
公
園
施
設
整
備
事
業

（
1
億
3
6
8
0
万
円
）

　

大
会
出
場
チ
ー
ム
の
練
習
会
場

と
な
る
熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園
の

陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
の
内
装
お

よ
び
ト
イ
レ
の
改
修
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
天
然
芝
の

張
替
え
並
び
に

屋
内
プ
ー
ル
お

よ
び
管
理
棟
の

ト
イ
レ
改
修
を

行
い
ま
す
。

熊
谷
駅
正
面
口
駅
前
広
場
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
事
業

（
2
0
0
0
万
円
）

　

熊
谷
駅
正
面
口
に
、周
辺
案
内
、

イ
ベ
ン
ト
、
観
光
、
バ
ス
関
連
な

ど
の
情
報
を
提
供
す
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
か
つ
多
言
語
対
応

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置

し
ま
す
。

歩
行
者
案
内
施
設
整
備
事
業

（
3
5
0
0
万
円
）

　

熊
谷
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地

20
か
所
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
か
つ
多
言
語
対
応
の
公
共
サ

イ
ン（
周
辺
案
内
、
誘
導
）を
設
置

し
ま
す
。

❷ 

総
合
戦
略

病
児
保
育
の
実
施（
2
1
2
7
万
円
）

　

病
気
の
子
ど
も
を
病
院
で
一
時

的
に
保
育
す
る
病
児
保
育
を
開
始

し
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業

（
2
億
3
2
8
6
万
円
）

　

産
業
の
振
興
お
よ

び
就
労
機
会
の
拡
大

並
び
に
自
主
財
源
の

確
保
を
図
る
た
め
、

市
外
企
業
の
誘
致
や

既
存
企
業
の
事
業
拡

大
の
支
援
と
し
て
奨
励
金
の
交
付
等

を
行
い
ま
す
。

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
取
得
等

応
援
事
業（
4
4
0
2
万
円
）

　

親
世
帯
と
子
世
帯
が
お
互
い
支

え
合
う
た
め
に
同
居
ま
た
は
近
居

し
、
住
宅
の
新
築
、
購
入
ま
た
は

増
改
築
を
し
た
場
合
に
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

奨
学
金
利
子
支
援
事
業

（
2
3
0
万
円
）

　

大
学
等
を
卒
業
後
、
奨
学
金
を

返
済
す
る
市
内
在
住
者
に
対
し
、

利
子
相
当
額
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、
若
年
層
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
定
住
・
転
入
を
促
進

し
ま
す
。
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❸ 
暑
さ
対
策

籠
原
駅
前
広
場
冷
却
ミ
ス
ト
事
業

（
3
6
4
4
万
円
）

　

籠
原
駅
北
口
・
南

口
に
冷
却
ミ
ス
ト
を

設
置
し
、
駅
利
用
者

に
対
し
涼
し
さ
を
提

供
し
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
事
業

（
1
8
0
万
円
）

　

本
市
の
暑
さ
対
策
の
歩
み
や
、

本
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
施

策
を
紹
介
す
る
な
ど
、「
暑
さ
対
策
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
す
。

ト
イ
レ
の
中
か
ら
暑
さ
対
策
事
業

（
80
万
円
）

　

熱
中
症
を
注
意
喚
起
す
る
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
尿
の
色
で

熱
中
症
の
危
険
度
を
判
定
す
る
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
作
成
し
、
公
共
施

設
の
ほ
か
、
駅
、
商
業
施
設
な
ど

の
ト
イ
レ
で
熱
中
症
予
防
を
啓
発

し
ま
す
。

熊
谷
版
ひ
と
涼
み
ア
ワ
ー
ド（
仮
称
）事
業

（
19
万
円
）

　

小
中
学
校
等
の
優
れ
た
暑
さ

対
策
の
取
組
を
表
彰
す
る
熊
谷
版

ひ
と
涼
み
ア
ワ
ー
ド（
仮
称
）を
開

催
し
、
暑
さ
対
策
の
取
組
の
裾
野

を
拡
大
し
ま
す
。

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
・
熊
谷
の
ペ
ー
ジ

事
業（
18
万
円
）

　

料
理
レ
シ
ピ
サ
イ
ト「
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
」に
本
市
の
公
式
キ
ッ
チ

ン
を
開
設
し
、
本
市
の
親
善
大
使

で
あ
る
料
理
研
究
家
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
さ
ん
の
考

案
に
よ
る
も

の
や
市
民
に

募
集
し
た
熱

中
症
や
夏
バ

テ
予
防
の
レ

シ
ピ
を
掲
載

し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
声
か
け
事
業（
8
万
円
）

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
に
お
い
て
、
熱
中
症
が
発
生
し

や
す
い
時
間
帯
に
、
店
内
放
送
に

よ
っ
て
熱
中
症
の
注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。

❹ 

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」事
業

地
区
防
災
計
画
策
定
事
業（
40
万
円
）

　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

地
区
防
災
計
画
の
策
定
、
安
否
確

認
訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
す
。

英
語
キ
ッ
ズ
ガ
イ
ド
事
業（
60
万
円
）

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対

象
に
、
英
語
が
話
せ
る「
キ
ッ
ズ
ガ

イ
ド
」を
養
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
観
光
案
内
を
行
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
等
普
及
推
進
事
業

（
2
8
4
0
万
円
）

　

太
陽
光
発
電
等
の
普
及
の
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

家
庭
用
蓄
電
池

お
よ
び
住
宅
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
導
入
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

❼ 

道
路
対
策
、
交
通
対
策

籠
原
駅
北
口
駐
車
場
整
備
事
業

（
1
9
2
6
万
円
）

　

籠
原
駅
利
用
者
の
送
迎
に
よ
る

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
籠
原
駅

北
口
の
駅
前
広
場
東
側
に
送
迎
用

駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
師
派
遣
事
業

（
95
万
円
）

　

希
望
す
る
市
内
小
中
学
校
で
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
啓
発
の
た

め
、
障
害
の
あ
る
方
が
講
師
と
な

り
授
業
を
行
い
ま
す
。

❺ 

防
災
・
安
全
対
策

安
全
な
ま
ち
推
進
事
業（
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
分
1
7
6
0
万

円
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
分

8
5
0
万
円
）

　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

補
助
す
る
ほ
か
、
中
心
市
街
地
10

か
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
20
基
設

置
し
ま
す
。

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
総
合

整
備
事
業（
2
億
5
6
0
0
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
の
機
器
更
新
を
行
う
と
と

も
に
、
聴
覚
障
害
者
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
に
よ
り
通
報
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
機
能
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

❻ 

環
境
対
策

熊
谷
駅
南
口
広
場
公
衆
便
所

改
修
事
業（
4
0
8
6
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
熊
谷
駅
南
口
広

場
の
ト
イ
レ
を
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
す
。

市
役
所
通
線
自
転
車
通
行
環
境

整
備
事
業

（
本
年
度
分
1
億
3
1
0
0
万
円
）

　

北
大
通
線
か
ら
弥
生
町
通
り

ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
平
成
31
年

度
に
か
け
て
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
お
よ
び
美
装
化
と
自
転
車

通
行
帯
整
備
を
行
い
ま
す
。
本
年

度
は
、
北
大
通
線
か
ら
国
道
17
号

ま
で
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
道
路
お
よ
び
排
水
路
の
整
備

（
8
億
1
9
1
3
万
円
）

　

生
活
道
路
の
側
溝
整
備
や
舗

装
新
設
、
補
修
お
よ
び
排
水
路
の

整
備
、
修
繕
等
、
地
域
か
ら
要
望

の
多
い
生
活
環
境
の
改
善
を
引
き

続
き
進
め
ま
す
。

　

1
1
9
番
通
報
の
受
信
時
に

位
置
を
瞬
時
に
特
定
で
き
る
「
統

合
型
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
よ

り
、
そ
の
周
辺
の
住
宅
地
図
お
よ

び
道
路
地
図
デ
ー
タ
を
表
示
し

ま
す
。
ま
た
、
消
防
車
や
救
急

車
の
位
置
を
G
P
S
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
把
握
し
、
災
害
地
点

か
ら
最
も
近
い
車
両
を
選
別
し

て
出
動
指
令
を
行
い
ま
す
。
　

　
老
朽
化
し
た
現
在
の
消
防
指
令

シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
を
行
う
こ

と
で
、
1
1
9
番
通
報
の
受
信

か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
の

短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
は
？

Pick up

現在の消防支援システム
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❾ 

商
工
業
振
興

個
店
連
携
応
援
事
業

（
2
1
4
万
円
）

　

市
内
商
業
の
活
性
化
と
若
手
商

業
者
の
育
成
を
図

る
た
め
、
個
人
店

が
連
携
し
て
取
り

組
む
商
品
開
発
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

対
し
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

街
路
灯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援
事
業

（
4
3
6
0
万
円
）

　

商
店
街
の
活
性
化
と
安
心
安

全
で
快
適
な
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
商
店
街
が
実
施
す
る
老
朽
化

し
た
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
要

す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

❽ 
教
育
・
文
化

英
語
教
育
推
進
事
業

（
Ｇジ

ー

テ

ッ

ク

Ｔ
Ｅ
Ｃ
分
2
1
9
0
万
円
）

　

英
語
力
日
本
一
を
目
指
し
、
全

中
学
生
を
対
象
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た「
聞
く
」「
読
む
」

「
話
す
」「
書
く
」の
４
技
能
測
定
英

語
テ
ス
ト
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
導
入
し
ま

す
。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
2
1
2
1
万
円
）

　

全
小
中
学
校
に
名
簿
情
報
・
出

欠
席
情
報
・
成
績
情
報
等
を
一
元

管
理
す
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
校
務
作
業
を
標
準
化
・

効
率
化
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
の

校
務
作
業
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

11 
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
窓
口
配
置

（
3
2
1
万
円
）

　

保
育
課
窓
口
に「
保
育
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を
配
置
し
、
保
育
所

へ
の
入
所
を

希
望
す
る
保

護
者
の
相
談

に
対
し
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た

き
め
細
か
な

情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

一
部
の
路
線
バ
ス
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
運
行
状
況
が
閲
覧
で

き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。
熊
谷
駅
南
口

と
籠
原
駅
南
口

の
バ
ス
停
留
所

に
、
バ
ス
の
接
近

や
通
過
を
知
ら

せ
る
屋
外
表
示

機
を
設
置
し
ま

す
。

10 

観
光
・
交
流

聖
天
山
歴
史
探
訪
ト
イ
レ
整
備
事
業

（
4
5
8
2
万
円
）

　

妻
沼
聖
天
山
に
国
内
外
か
ら
来

訪
す
る
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
駐
車
場
内
に
歴
史

的
な
景
観
に

配
慮
し
た
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
ト

イ
レ
を
新
設

し
ま
す
。

観
光
駐
車
場
整
備
事
業

（
6
2
2
万
円
）

　

東
部
体
育
館
敷
地
内
に
、
大
型

バ
ス
10
台
の
駐
車
が
可
能
な
駐
車

場
を
整
備
し
、
観
光
客
が
来
訪
し

や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

総
合
交
通
体
系
整
備
促
進
事
業

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
ワ
ゴ
ン
分
7
4
0
万

円
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
分
5
1
7
万
円
、
バ
ス
停
留

所
屋
外
表
示
機
分
4
0
0
万
円
）

　

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
に
、
妻
沼
地

内
を
循
環
し
籠
原
駅
を
往
復
す

る「
グ
ラ
イ
ダ
ー
ワ
ゴ
ン
」を
新
設

し
、
増
便
お
よ
び
運
行
時
間
の
短

縮
を
図
り
ま
す
。
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス

と
国
際
十
王
交
通
㈱
が
運
行
す
る

　

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、
広
く
社
会
人
ま

で
使
え
る
英
語
力
を
継
続
的
に

測
定
で
き
る
検
定
で
す
。
受
検
後

の
結
果
は
合
否
で
は
な
く
数
値

で
表
さ
れ
、
個
人
別
成
績
表
と

と
も
に
、
海
外
で
添
削
さ
れ
た
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
答
案
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ま
た
復
習
教
材
も
手
元
に
届

き
ま
す
。
3
年
間
継
続
的
に
受

検
し
「
自
分
が
ど
れ
だ
け
成
長
し

た
か
」
を
数
値
で
把
握
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
に
得
意
な
技
能
を

伸
ば
し
、
弱
点
の
克
服
を
目
指
し

ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
用
い
て
バ
ス
の

位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携

帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
バ
ス
停
の

表
示
板
で
運
行
状
況
や
到
着
見

込
み
時
間
等
が
確
認
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
地
図
上
に
バ
ス
の

現
在
位
置
を
表
示
で
き
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
利

用
者
は
待
ち
時
間
の
目
安
が
わ

か
り
、
時
間
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
自
宅
や
職
場
に
居
な

が
ら
で
も
バ
ス
の
現
在
地
や
到

着
時
刻
が
把
握
で
き
る
の
で
、

悪
天
候
時
に
は
屋
外
で
の
バ
ス

の
待
ち
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
渋
滞
等
に
よ
る

遅
延
や
早
着
も
確
認
で
き
る
の

で
、
バ
ス
待
ち
の
不
安
や
イ
ラ

イ
ラ
も
解
消
さ
れ
ま
す
。

 

Gジ

ー

テ

ッ

ク

T
E
C
と
は
?

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
は
？

Pick up

Pick up

GTEC 実施イメージ

バスロケーションシステムを導入するゆうゆうバス

昨年11月のイベント「熊旬」の様子

5 平成30年（2018）4月KUMAGAYA



●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒 360-0292　弥藤吾 2450　 TEL 048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　〒 360-0192　江南中央 1-1　　TEL 048-536-1521 市政ワイド

春の全国交通安全運動が実施されます4月6日（金）～15日（日）
全国重点目標

子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通
事故防止
　入学や進級を迎える 4 月以降に小学生の歩行中にお
ける交通事故が増加する傾向にあります。大人が子ど
もの見本となり、無理な道路横断はせず、横断歩道を
渡りましょう。また、高齢者の交通事故が依然として
多発しています。高齢者は体力の変化を認識し、確実
な安全確認を行いましょう。
飲酒運転の根絶

「し な い！ さ せ な い！ ゆ る さ な
い！」を合言葉に一人ひとりが積
極的に飲酒運転の根絶に取り組み
ましょう。
自転車の安全利用の推進
　自転車は「車両」の仲間です。なが
らスマホや並進、一時不停止等は大変危険ですのでやめま
しょう。また、交通事故による被害軽減のため、ヘルメッ
トを着用しましょう。
自転車保険等への加入はお済みですか？
　埼玉県では 4 月から自転車利用者の自転車損害保険
等への加入が義務付けられています。自転車事故による、
9,521 万円の損害賠償事例（平成 25 年 7 月、神戸地裁
判決）もあります。万一の事故に備え、自転車保険等に
加入しましょう。

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
　後部座席もシートベルトを着用
しましょう。また、チャイルドシー
トは子どもの体格に合わせたもの
を正しく使用しましょう。出発前に
はシートベルトの高さやゆるみ、締
め付け具合等を確認しましょう。
埼玉県重点目標
子どもと高齢者の歩行中の交通事故防止
　県内では、高齢者の交通事故が多発しています。特
に歩行中の事故が多いため、通り慣れた道でも油断せ
ず、周囲の車に気をつけましょう。また、自転車に乗
るときには、自ら進んでヘルメットを着用し、交通ルー
ルを守りましょう。
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　        　　◆安心安全課　TEL 内線 334

TEL

第1回 第2回
対象 江南北小学校区 江南南小学校区

とき 5月12日（土）
9:30～11:30

5月12日（土）
14:00～16:00

ところ 江南公民館 江南公民館

テーマ（1）
安心・安全に暮らせるまち

（防犯・交通安全）
安心・安全に暮らせるまち

（防犯・交通安全）

テーマ（2） 市政全般について 市政全般について

　市長が市内各所に伺い、市民の皆さんのご意見
やアイデア等をいただき、今後の市政に反映させ
るための懇談会です。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

対象 　主に、その小学校
区に在住・在勤・在学の方、
または学区内保育所、幼稚
園、児童館等利用者の保護
者の方
定員 　各回40人程度
託児 　2歳以上の幼児をお預かりできますので、
申込みの際にお申し付けください。
手話通訳 　申込みの際にお申し付けください。
申込み 　電話または FAX、市ホームページの「市長
の部屋」から申し込むことができます。住所・氏名・
電話番号を明記し、開催1週間前までに下記へ。
◆政策調査課TEL内線368 FAX 048-525-9222

市長と語ろう！

あなたと市長のハートフル・ミーティング

平成 30 年熊谷市交通安全スローガン
　　「先どうぞ」　ゆずる心も　交通ルール
自転車安全利用五則
○自転車は、車道が原則、歩道は例外
○車道は左側を通行
○歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
○安全ルールを守る…飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　　　　　　夜間はライトを点灯
　　　　　　　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
○子どもはヘルメットを着用

各種申請等の手続を簡素化しました
　これまで申請書等に添付を
お願いしていた住民票の写し
や納税証明等について、市民
の負担を軽減する観点から、
その全てまたは一部の添付を
不要としました。

対象手続　三世代ふれあい家族住宅取得等応援事業補
助金（長寿いきがい課）、児童クラブ保育料減免（保育
課）、合併処理浄化槽維持管理補助金（環境推進課）、創
業者支援補助金（商工業振興課）、育英資金（教育総務課）
ほか、計３６手続
　　　　　　　　　　 ◆行政改革推進室 TEL内線 210

6平成30年（2018）4月KUMAGAYA



市政ワイド

※掲載内容について、詳しくは市ホームページまたは◆の問合せ先まで。

●熊谷市役所（本庁舎）　　　　〒 360-8601　宮町 2-47-1 　TEL 048-524-1111　
●大里庁舎・大里行政センター　〒 360-0195　中曽根 654-1　TEL 0493-39-0311　　

いきいきあんしん　元気で長寿のまち　くまがや

「はじめの一歩助成金」申請団体を募集します

市民協働「熊谷の力」事業を実施します

配食サービス
　日常の安否確認と生活の質の向上のため、昼食を自宅
まで配達しています。
対象　1 人暮らしの 65 歳以上の高齢者、または高齢者
　のみの世帯で自分で食事の支度をすることが困難な方
提供日　日曜日および年末年始を除く週 4 日まで
利用者負担　1 食当たり 400 円
申込み　印鑑・身分証明書を持参し、
　申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL 内線 280　
◆各行政センター福祉担当係

対象　市内在住の 60 歳以上で、健康で働く意欲があり、
　また、社会奉仕活動を希望する方
※入会ご希望の方は、まずは入会説明会にご出席ください。

入会説明会　とき・ところ 入会受付　とき・ところ

本部事務所（江南中央1-1)
TEL 048-536-8081

毎月第 2 金曜日
13:30 ～本部事務所

毎月第 3 金曜日
10:00 ～15:00 本部事務所

妻沼事務所（妻沼1710-4）
TEL 048-588-4327

毎月第 2 水曜日
13:30 ～妻沼事務所

毎月第 3 水曜日
10:00 ～12:00 妻沼事務所

熊谷さくら運動公園屋内プール｢アクアピア｣・
健康スポーツセンター無料利用券
対象　市内に住所を有する 65 歳以上
　の方
交付枚数　1 人当たり年度内 2 枚
申込み　身分証明書を持参し、申請
　書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL内線 280　
◆各行政センター福祉担当係
◆熊谷さくら運動公園屋内プール　TEL 048-533-9100
◆健康スポーツセンター　TEL 0493-39-5511

健康入浴券（朝日湯・見晴湯・桜湯）
　満65歳以上77歳未満の方に100円で利用できる券、
4 月 1 日現在で 77 歳以上の方に無料券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂がない方は月当たり 4 枚、自宅
　にお風呂がある方は月当たり 1 枚
申込み　身分証明書を持参し、申請書を下記へ提出。
◆長寿いきがい課　TEL内線 280　　　　　　　　　　
◆各行政センター福祉担当係

　公益性のある活動を行う NPO・ボランティア団体等
の活性化を図るため「はじめの一歩助成金」を交付しま
す。
スタート助成金
1団体当たり10 万円を上限に助成対象経費の 3/4
　新たに市民活動団体として公益活動を開始する団体、
または特定非営利活動法人（NPO 法人）の認証を目指して
いる団体等を対象に、団体が活動や事業を開始できるよ
う立ち上げ期に係る費用について支援します。
チャレンジ助成金
1団体当たり 30 万円を上限に助成対象経費の 3/4
　現在市民活動を行っている団体を対象に、公益活動を
拡大、または新たな事業を始める場合など、活動基盤の
拡充等に係る費用について支援します。

助成金の手引・申請書　
　4 月 2 日 ( 月 ) から配布（土・日曜日、祝日を除く）
※市ホームページからも入手できます。
受付期間　4 月 2 日 ( 月 ) ～ 24 日 ( 火 )（土・日曜日、祝
　日を除く）
※重複して応募することはできません。
助成対象期間　6 月1日（金）～平成 31年 3 月 31日（日）
　の期間で行われる事業
助成金の交付　概算交付もできます。
配布・受付場所　下記まで。
※申請には事業計画書、団体概要書等が必要です。詳し
　くは助成金の手引をご覧ください。
　　　　　　　　　　◆市民活動推進課　TEL 内線 475

　平成 30 年度　市民協働「熊谷の力」事業は、下表の 3 事業を実施します。
事業名 実施団体 市側のパートナー

地区防災計画策定事業 奈良地区防災計画検討委員会 危機管理室

心のバリアフリー講師派遣事業 特定非営利活動法人自立生活セン
ター遊ＴＯピア 障害福祉課

外国人観光客へ英語でおもてなしガ
イドキッズ養成

特定非営利活動法人ＡＥＡ英語通訳
キッズプロジェクト スポーツ観光課

◆市民活動推進課　TEL内線 330

各種補助券等を交付します

（公社）熊谷市シルバー人材センター 会員入会説明会
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市政ワイド
●妻沼庁舎・妻沼行政センター　〒 360-0292　弥藤吾 2450　 TEL 048-588-1321
●江南庁舎・江南行政センター　〒 360-0192　江南中央 1-1　　TEL 048-536-1521

合併処理浄化槽の補助制度

家庭用生ごみ処理容器等購入費補助制度

住宅用省エネルギー設備の設置費補助制度

①家庭用の合併処理浄化槽を適正に維持管理している方
対象区域　下水道供用開始区域と農業集落排水処理開
　始区域を除く熊谷市全域
補助対象期間および補助回数　10 年間 10 回限度
補助金額

人槽区分 補助額 人槽区分 補助額
5 人槽 15,000 円   8 人槽 18,000 円
6 人槽 16,000 円   9 人槽 19,000 円
7 人槽 17,000 円 10 人槽 20,000 円

②家庭用の単独処理浄化槽やくみ取り便槽を合併処理浄化槽に入れ替える方
対象区域　下水道事業計画区域と農業集落排水事業計
　画区域を除く熊谷市全域

人槽区分 浄化槽設置費
補助限度額

単独処理浄化槽または
くみ取り便槽の処分費

補助限度額

配管工事費
補助限度額

5人槽 352,000 円
60,000 円 150,000 円6～7人槽 434,000 円

8～10人槽 568,000 円

対象 補助金額 補助金額上限

生ごみ処理容器
（１世帯 2 基まで）

購入価格（消費税等除く・
100 円未満切捨て）

5,000 円
（１基当たり）

電気式処理機
（１世帯１基まで）

購入価格（消費税等除く・
100 円未満切捨て）

30,000 円

交付要件　市税の滞納がないこと。

※申請は受付順に審査します。予算額に達した場合は受付
　を終了します。
※申請者が購入したことを証明する書類（領収書等）を添
　付し、下記へ。
※申請は購入した月から起算して 11 か月後の末日までです。
◆環境推進課（江南庁舎）TEL 048-536-1549
◆妻沼行政センター地域振興係

※②については、転換促進地域（ムサシトミヨが生息している区域周辺）において、補助金額を上乗せする制度が
　あります。◆環境推進課（江南庁舎）　TEL 048-536-1570　◆妻沼行政センター地域振興係

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
費
補
助
金

補助対象設備 対象機種および補助金額
※補助金は全て「まち元気」熊谷市商品券で交付します。

対象

住宅用太陽光発電
システム

太陽電池の最大出力が 10 キロワット未満。（増設の場合は、既設部分の設置
時に補助金を受けていないこと。）
・上限 10 万円（1キロワット当たり20,000 円）

平 成 30 年 4 月 1
日以降、市内の住
宅（新築含む）に未
使用の対象設備を
設置した方で、市
税 の 滞 納 の ない
方。

住宅用太陽熱利用
システム

一般財団法人ベターリビングの優良住宅部品認定を受けたもの。
・自然循環型　10,000 円　　・強制循環型　30,000 円

家庭用燃料電池
システム

国の家庭用燃料電池システム導入事業補助金の対象機種。
・上限 50,000 円（対象経費の 5 パーセント）

家庭用蓄電
システム

国のネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（
ゼ ッ チ 　

ZEH）支援事業の登録済製品。
・上限 50,000 円（対象経費の 5 パーセント）

住宅用エネルギー
マネジメントシス
テム（H

ヘ ム ス

EMS）

E
エ コ ー ネ ッ ト ラ イ ト

CHONETLite を標準インターフェイスとして搭載しているもの。
・20,000 円

スマートハウス補助金
※申請は、補助金の対象と
　なる住宅の所有権保存登
　記日から 1 年以内に限り
　ます。

下記の機器を全て備え、または認定を受けた新築住宅
①太陽光発電システム（2.5 キロワット以上）※全量買取り契約を締結している
　場合は不可
②家庭用燃料電池システムまたは蓄電システム（5 キロワットアワー以上）
③エネルギーマネジメントシステム（HEMS）　
④ LED 照明※居室の全て
⑤長期優良住宅の認定
・50 万円（うち 25 万円分は熊谷市商品券）

市内に注文住宅を
新築し、または建売
住宅を購入し、自ら
居住する方で、市税
の滞納のない方

補助金受付期間　4月2日（月）～平成31年3月29日（金）
※申請書の提出先は、環境政策課（江南庁舎）です。
　（郵送不可）
※各補助金とも、設置後の申請となります。
※各補助金は交付申請書の受付順に審査し、予算の範囲
　内で交付決定を行いますので、受付期間中でも予算額
　に達した場合は、受付を終了します。

　
　各補助金制度の案内（パンフレット）および申請書等は、
下記で配布しているほか、市ホームページからもダウン
ロードできます。交付要件や添付書類など詳しい内容は、
案内で必ずご確認ください。
　また、太陽光発電システムを事務所等に設置する事業
者に対しても補助金を交付します。
◆環境政策課（江南庁舎）　 TEL 048-536-1547
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